



































































のような〕。又 die〔あの，あれ〕。又 i-ri〔このように，こんなに〕。又 gy-
































































































































































































































































































































































別-hi天-i is-do-da。又 i-ri ma-da。○猶言須是也。又俗稱除是非之語。（二
9a1）
126．何曾：【刊】如何。（13b1）【甲】何如也。（8a3）【乙】何如。（8a2）【国】何
如也。（3b7）【鄭】e-dyi niei〔どこで昔〕。又 es-di ir-jys〔どうしてかつて〕。
（二11a4）【南】es-dyi niei。又 es-di ir-jyg。（二16b1）
127．除非：【刊】未有不如此而能者也。（13b2）【甲】未有不如此而能者也。（8a4）
【乙】未有不如此而能者也。（8a4）【国】未有不如此而能者也。（3b8）【鄭】

















































【鄭】us me-ri〔上の頭〕。（二8a4）【南】us me-ri。○ die u-hyi〔あの上に〕。
（二12a3）
147．裏頭：【刊】×【甲】内首。（2b7）【乙】内首。（2b4）【国】内首。（1a5）【鄭】





































































































































（4a2）【国】正而的當也。（2a7）【鄭】ba-rA a-da〔直に知る〕。又 ba-rA dang-
hA-ie〔直に当たって〕。（四20a3）【南】ba-rA a-da。又 ba-rA dang-hA-ie。
（四36a4）
5．まとめ
以上に見てきた『語録解義』のテキストは、大きく刊本の系統と写本の系統
に分けることができる。二字語全171項目のうち、刊本のみに存在する項目は
38項目あり、逆に写本のみに存在する項目は32項目ある。また、三字語全10項
目のうち、刊本のみに存在する項目は 1項目で、写本のみに存在する項目は 5
項目である。これらの中で、刊本のみに存在し『語録解』にも収められている
項目はごくわずかしかないから、写本の系統の方が『語録解』に近いことは確
実である。
さて、『語録解義』の二字語171項目のうち、127項目が鄭瀁本『語録解』の二
字類に、1項目が漢語集覧字解に収められ、119項目が南二星本『語録解』の二
字類に収められている。また、『語録解義』の三字語10項目のうち、9項目が鄭
瀁本及び南二星本『語録解』の三字類に収められている。『語録解義』の四字語
4項目は、いずれも鄭瀁本及び南二星本『語録解』の四字類に収められている。
以上の中で、『語録解義』と『語録解』の語釈に明らかな共通性が認められる項
目は、二字語で42項目、三字語で 3項目、四字語で 2項目あり、これが偶然の
一致であるという可能性はまずないであろう。また、『語録解義』の語釈中には、
『語録解』のハングルを参照したと思われる箇所も複数存在する。即ち、我が国
における最早期の唐話辞書の一つである『語録解義』の成立には、朝鮮半島で
18 竹越 孝
30 『語録解義』の二本は「直下承當」に作る。
編まれた中国語白話辞書『語録解』が深く関与しているということになる。
『語録解義』と『語録解』における語釈の対照から得られる知見と、それに
基づく初歩的な考察については、拙稿（2011）に述べたので参照されたい。
付記
朝鮮語部分の日本語訳に関し、東京外国語大学大学院の杉山豊氏から懇切な
ご教示をいただいた。ここに記して謝意を表す。
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